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研究成果の概要（和文）：申請者はPACAP KOマウスでは涙液分泌の低下がおき、しかも高齢でメスのマウスに顕
著に発症することも分かった。さらにこの動物個体 では、角膜上皮細胞の増殖によ り、血管新生および角膜障
害が発症するなどのドライアイ様の表現型を有することが分かった。PACAPの動物個体 への投与により涙液分泌
の促進作用のあること、ドライアイの動物個体にPACAPを投与すると治療効果のあることを明らかにした。さら
に角膜上皮・内皮細胞の再生・新生お よび抗炎症作用についてもPACAPの機能をしらべた結果、PACAPを添加す
ると角膜上皮細胞の再生と新生の起きるこ とを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The applicant found that PACAP KO mice have reduced tear fluid secretion, 
which is more pronounced in older female mice. The applicant also found that PACAP KO mice have a 
dry eye-like symptom, with corneal epithelial cell proliferation, angiogenesis, and corneal damage, 
and that administration of PACAP to animals with dry eyes has a therapeutic effect. We have also 
shown that PACAP has a therapeutic effect when administered to animals with dry eyes. Furthermore, 
we investigated the function of PACAP in the regeneration and renewal of corneal epithelial and 
endothelial cells and its anti-inflammatory action, and found that the addition of PACAP caused the 
regeneration and renewal of corneal epithelial cells.

研究分野： ペプチド創薬

キーワード： PACAP　ドライアイ　角膜上皮　角膜内皮　細胞再生　細胞新生

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
PACAPの点眼は2時間の持続的涙液分泌促進作用があり、ドライアイの予防改善以外に従来の点眼薬にない画期的
な新規の点眼薬の創薬開発ができると考えている。角膜上皮細胞の再生・新生については欧州および日本国内で
特許申請をすでに済ませている。PACAPによる点眼薬が完成すれば、ドライアイの予防・改善のみならず角膜上
皮の再生や新生などに対する創薬も可能であり、画期的な点眼薬が完成すると考えている。現在、我が国だけで
もドライアイ患者は２０００万人を超えており、世界的に見れば数億人の人がこの症状に悩み困っている。点眼
薬の創薬ができれば、国民の健康維持の増進に繋がことは間違いなく社会的意義は極めて高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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【研究目的】  

申請者は PACAP による神経新生・神経再生の分子制御機構を 20 年にわたりしらべてきた。

当該研究では既存のドライアイ点眼薬では機能がないといわれる角膜上皮・内皮細胞の再

生・新生および抗炎症作用についても PACAP のドライアイ予防改善効果の機能的意義の解明

と、さらにそれ以外の機能を明らかにすることを研究の目的として研究を行った。PACAP 点

眼は 2 時間の持続的涙液分泌促進作用があり、こ従来の点眼薬にない根本的治療薬として画

期的な新規のドライアイの創薬開発を行うことを目的としている。さらに PACAP レセプター

分子の結晶構造解析を行い、創薬のシーズ探索を行い、ドライアイの臨床応用研究の橋渡し

研究を行って画期的なドライアイの創薬を実現することを目的としている。  

【研究体制と実施方法】  

当該研究計画では、申請者の塩田グループほか３つのグループの相互協力体制の下,研究を 

遂行した。  

(1)塩田グループ(星薬科大学、湘南医療大学):当該研究全般の総括。 (2)中町グループ(富

山大学):PACAP の作用機序および疾患発症における意義の解明。 (3)坪田グループ(慶応義

塾大学):人において PACAP および類似ペプチドがドライアイの予防・治療に役立つ可能性を

探る。 (4)岩田グループ(京都大学):PACAP 受容体の結晶化及び構造解析を行い、塩田グル

ープと共同して各受容体特異的アゴニストの探索を行う。基礎から臨床まで含めた共同研究

チームを構成し、切れ目のない国際 的な共同研究チームを構築して集学的な研究を行って

行く。本グループの研究者は国内外にそれぞれ散らばっているが、メールやテレビ会議など

を定期的に行い、相互の研究成果を発 表して情報共有し、ドライアイの予防・治療法の最

適な方法を探った。 最終的には、PACAP レセプター分子の結晶構造解析を行い、低分子ア

ゴニストを合成し、さらにこれを動物と人で用いてトランスレーショナルな創薬研究を行

い、ドライアイ患者への臨床応用に向けた画期的な創薬研究を行う目的で研究を遂行した。  

【研究結果】 (1)ドライ症候群に対する PACAP の作用機序とその分子機構の全容解明   

まず、副交感神経ネットワークを介した PACAP の外分泌腺分泌機構の解明を行った。PACAP

投与後の涙腺,唾液腺の修飾作用をアクアポリンファミリー発現動態から解明しその分子機

構を動物実験と培養実験によりしらべた。特に AQP5 の分子動態については、ニコンの共焦

点レーザー顕微鏡を用いて AQP5 分子を可視化することに成功した。この AQP5 分子は涙腺の

腺房細胞内に存在し、ゴルジ装置―粗面小胞体で直径 100nM 程の小胞としてつくられ、外部

からの刺激によって細胞膜に移行し、細胞膜と融合して最終的には開口分泌によって水分子

が角膜上皮に分泌されることが分かった。なお、この観察は汗腺でも同様であることが分か

り、汗腺については AQP5 の動態をすでに発表した８。交感神経及び副交感神経の外科的遮断

を行い 涙液・唾液分泌量の変化と PACAP およびその受容体発現量の変化を解析する実験は

実験体制が整備されていなかったので実施はできなかった。ただ涙腺においては PACAP が副
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交感神経に一部共存していることは我々の研究で明らかになっているので、さらなる実験を

行う必要があると考えている。 CRISPR-Cas9 システムを用いた PAC1R, VPAC1R,VPAC2R KO マ

ウスの作出については、PAC1R の遺伝子欠損マウスは我々のラボで独自に作出することが

2022 年に成功し、現在動物を繁殖維持している。この動物については現在角膜上皮の障害モ

デルを作成し、PACAP-PAC1R 経路によって涙液分泌が起きるかどうかを調べているところで

ある。VPAC1R, VPAC2R 遺伝子欠損マウスを作出することについては、国立生理学研究所の平

林先生と共同で研究を行っている。ただこの KOマウスの作出までには至っていないが、現在

遺伝子改変マウスを平林先生は作出中であり、近日中には完成できると考えている。 

(2)PACAPs 受容体特異的・選択的アゴニストによるドライ症候群への治療評価ということで

PACAPs 受容体の特異的・選択的アゴニストについて検討した。米国の Tulane 大学の Dr. Coy

の作成した多種類の PACAP 低分子アゴニストについて点眼実験を行い、涙液分泌量や薬理効

果などを PACAP 点眼と比較してマウスを用いて点眼実験をした。しかしながら最終的に分子

修飾した PACAP アゴニストは PACAP38 と比較して涙液分泌の時間や分泌量などにおいて効果

が低く、臨床応用できるような低分子アゴニストを得ることができなかった。したがって、

坪田らによる PACAP アゴニストの臨床試験研究を行うことまで至っていない。予備的な実験

として、ヒトにおいて PACAP38 の点眼により涙液分泌が有意に促進することは確認している。

また点眼してからの涙液分泌量は４５分から６０分でも最大値を示したことから、動物実験

と同様に、ヒトにおいても PACAP の点眼投与によってドライアイの予防・改善ができるので

はないかと考えている。最終的には、PACAP 新規アゴニストを探索し、それを用いて角膜損

傷治癒作用について前臨床試験を行い、さらにヒトの臨床応用研究につなげて行きたい。   

 

(3)PACAP 受容体(PAC1R)の結晶化による X線構造解析を目的とした研究を行う予定であっ

た。本計画は,岩田が,adenosine A2a, histamine H1, acetylcholine M2 の各受容体の結晶

化に成功した技術を用い,VPAC1R など PACAP 受容体の結晶化による X線構造解析を行うこと

を目的として実験を行う予定であった。計画としては、酵母及び昆虫細胞で各 PAC1R の高発

現系及び高純度精製系を確立し、上記で選択した PAC1R に対して, 細胞内第 3ループや N末

端を T4 リゾチール(T4L)などに置き換え,脂質キュービック相の中で結晶化する方法と,「結

晶化リガンド」として膜蛋白質の親水性表面の立体構造を特異的かつ高親和性で結合するモ

ノクローナル抗体を用いた膜蛋白質/抗体複合体の結晶化の両方を試行して結晶化し、立体

構造決定を図るという計画であった。しかしながら、実際に本研究を行う上で実験を遂行で

きる研究者が集まらず、またコロナ禍もあって実験研究が円滑に進めることができなかっ

た。さらに実際に構造解析実験を行うためには多額の資金も必要であり、今回の研究では資

金不足のこともあり、当初の目的を達成することができなかった。しかし、今後は AMED な

どの大型研究にドライアイ創薬研究として再挑戦して構造解析研究をさらに進めていきたい

と計画している。 
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 【まとめ】 

我々は PACAP KO マウスを研究する過程で、この動物個体を長期間飼育するとドライアイ

症状がみられることを偶然に発見し、PACAP がドライアイの予防・改善につながることを発

表した 9,10。PACAP 発現の欠如が涙液分泌の減少とドライアイ症状の発症につながるのはなぜ

か、この疑問に答えるために動物実験を行った。その結果、PACAP がその特異的受容体を介

して涙腺の腺房細胞内の水分泌に重要なアクアポリン分子（AQP5）を活性化し、涙液分泌を

促進することを世界で初めて明らかにした。この研究では、PACAP が涙腺の腺房上皮細胞を

刺激して細胞内の cAMP 産生を増強し、最終的に AQP5 をリン酸化して細胞内水分子を細胞外

に分泌することが明らかになった 10（図２）。 

 

 

 
図２：PACAP による涙液分泌刺激についての制御機構 

 

PACAP を 1 回点眼すると、2 時間くらい涙液分泌量が増加することも分かった。PACAP KO

マウスでは、特に雌の加齢個体において涙液分泌量の著明な減少と角膜障害のドライアイ様

症状が認められ、微量の PACAP を角膜に点眼することにより、ドライアイ様症状の予防およ

び治療に有効であることが動物実験で分かった。さらに、PACAP 受容体サブタイプに対する

特異的リガンドの開発は、ドライアイ症候群の予防・治療にとって極めて重要であることが

推察された。このように、PACAP 受容体サブタイプの構造と機能を解析し、特異的な低分子

アゴニストを開発すれば、ドライアイの予防・改善につながると考えられる。シェーグレン

症候群患者のうち、免疫不全状態にある患者の割合はドライアイ患者の約 10%といわれてい

る。この疾患の患者に対する予防・改善にも PACAP が有効である可能性があると考えられる。

さらに最近我々は、角膜上皮細胞の培養実験で、PACAP が角膜の上皮細胞の再生や新生に直

接関与することを見出した（未発表）。しかし、PACAP によって誘導される角膜上皮細胞の再

生・新生作用の実体は不明であり、細胞内分子調節機構はほとんど不明であるといってよい。

将来的に PACAP の受容体の低分子誘導体が発見されれば、ドライアイ疾患の予防と治療に有

効であると考えられる。ひいてはドライアイをはじめとして多くのドライ症候群の患者に対

する新規かつ独創的な創薬となる可能性がある 10（表１）。従って、本研究をさらに進めるこ

図２
PACAP

副交感性神経

PAC1受容体

cAMP

PAK
PKA

AQP5

AC

AQP5

AQP5

点 眼

涙液分泌

涙腺腺房細胞

AQP5が細胞膜へ移動し
て水分子の通り道を形成 移動

筋上⽪ 細胞

P

P

P

PKA
PKA



 4 

とは、ドライアイ症候群の根本治療法の開発につながると考えられる。我々はすでに、PACAP

が角膜上皮の新たな再生・新生作用を見出しており(国際特許出願済)、中枢神経系において

神経再生・新生作用を有することも明らかにしている。 

 
表１：ドライアイ治療薬についての各種点眼薬および PACAP との比較 

 

今後の研究では、PACAP と呼ばれる神経ペプチド分子の様々な生理機能に着目し、PACAP の

本質的な機能を明らかにし、創薬に結びつけていきたい。さらに、低分子アゴニストの合成

が可能であればドライアイの予防・治療薬として応用でき、さらに白内障や LASIK 手術後の

角膜修復薬や緑内障の予防・治療にも使用できる可能性があり、応用範囲はきわめて広い。

また、将来、ドライ症候群であるシェーグレン症候群や緑内障の患者の治療にも応用される

可能性がある。しかし、このペプチドの血中半減期は 15 分と短いため、新たな受容体の低分

子アゴニストを発見する必要がある。もしこのような化合物が合成できれば、ドライアイ患

者の急激な増加を抑制でき、国内外の多くのドライ症候群の克服に向けて人々の健康維持に

役立ち、社会貢献も非常に大きいと考えられる。 
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 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
玄米パウダー摂取が陸上長距離選手の抗酸化脳に及ぼす影響

運動とスポーツの科学 125-131

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
琉子 友男、田中 博史、佐藤 貫太郎、只隈 伸也、太田 真、竹ノ谷 文子、平林 敬浩、塩田 清二 24

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
さくら花びらの低温真空抽出液の生理機能解析　―嗅覚刺激による抗酸化脳とホルモン分泌作用―

日本アロマセラピー学会誌 14-21

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
竹ノ谷 文子、柴藤 淳子、木村 愛、福本 勘太、平林 敬浩、亀井 淳三、塩田 清二 18

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1093/jhered/esx071.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Progress Toward Rice Seed OMICS in Low-Level Gamma Radiation Environment in Iitate Village,
Fukushima.

J Hered. 206-211

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Rakwal R, Hayashi G, Shibato J, Deepak SA, Gundimeda S, Simha U, Padmanaban A, Gupta R, Han SI,
Kim ST, Kubo A, Imanaka T, Fukumoto M, Agrawal GK, Shioda S.

109
 １．著者名

10.1016/j.peptides.2018.03.006.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Distribution of pituitary adenylate cyclase-activating polypeptide 2 in zebrafish brain.

Peptides. 40-47

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Nakamachi T, Kamata E, Tanigawa A, Konno N, Shioda S, Matsuda K. 103

 １．著者名

10.1016/j.celrep.2017.11.102.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Activation of AMPK-Regulated CRH Neurons in the PVH is Sufficient and Necessary to Induce
Dietary Preference for Carbohydrate over Fat.

Cell Rep. 706-721

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Okamoto S, Sato T, Tateyama M, Kageyama H, Maejima Y, Nakata M, Hirako S, Matsuo T,  Kyaw S,
Shiuchi T, Toda C, Sedbazar U, Saito K, Asgar NF, Zhang B, Yokota S, Kobayashi K, Foufelle F,
Nakazato M, Masuzaki H, Shioda S, Yada T, Kahn BB, Minokoshi Y.

22

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Anti-stress action of lavender oil and its component analysis of mice and humans.

J Jpn Soc Aromatherapy 7-14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takenoya F, Mimori A, Hirabayashi T, Shibato J, Kimura A, Shioda S. 1

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1007/s12031-018-1087-1.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effects of PACAP on Dry Eye Symptoms, and Possible Use for Therapeutic Application.

J Mol Neurosci. -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Shioda S, Takenoya F, Hirabayashi T, Wada N, Seki T, Nonaka N, Nakamachi T. -

 １．著者名

10.1186/s10194-018-0855-1.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Discovery of PACAP and its receptors in the brain.

J Headache Pain. 28

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Hirabayashi T, Nakamachi T, Shioda S. 19

 １．著者名

10.3390/ijms19103036.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Prostaglandin D2 Induces Ca2+ Sensitization of Contraction without Affecting Cytosolic Ca2+
Level in Bronchial Smooth Muscle.

Int J Mol Sci. 3036

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Suto W, Ando Y, Hirabayashi T, Takenoya F, Shioda S, Kamei J, Sakai H, Chiba Y. 19

 １．著者名

10.1007/s00429-017-1499-7.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Dentate granule progenitor cell properties are rapidly altered soon after birth.

Brain Struct Funct. 357-369

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Matsue K, Minakawa S, Kashiwagi T, Toda K, Sato T, Shioda S, Seki T. 223

 １．著者名



2018年

2018年

〔学会発表〕　計58件（うち招待講演　11件／うち国際学会　6件）

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本アロマセラピー学会 第24回学術総会（招待講演）

日本アロマセラピー学会 第24回学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山下 道生、平林 敬浩、塩田 清二、竹ノ谷 文子

 １．発表者名

 １．発表者名

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

イントロダクション アロマセラピーの臨床応用について

運動時の精油の香り暴露による生理作用

 ４．発表年

 ４．発表年

塩田 清二、竹ノ谷 文子、山下 道生、平林 敬浩

10.2174/138161282433190109122611.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Neuropeptides: From Bench to Bedside.

Curr Pharmac Design 3867

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Shioda S, Gozes I. 24

 １．著者名

10.2174/1381612824666181106111623.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Regulation of feeding behavior and energy metabolism by galanin-like peptide.

Curr Pharmac Design 3926-3933

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takenoya F, Hirako S, Wada N, Nonaka N, Hirabayashi T, Kageyama H, Shoida S. 24

 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本アロマセラピー学会 第24回学術総会

日本アロマセラピー学会 第24回学術総会

日本アロマセラピー学会 第24回学術総会

日本アロマセラピー学会 第24回学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

竹ノ谷 文子、山下 道生、平林 敬浩、塩田 清二

山田 啓司、山下 道生、平林 敬浩、木村 愛、塩田 清二、竹ノ谷 文子

松本 綱太郎、山下 道生、山本 憲志、平林 敬浩、塩田 清二、竹ノ谷 文子

井上 美菜、高野 和奈、山下 道生、山本 憲志、平林 敬浩、塩田 清二、竹ノ谷 文子

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

「スポーツアロマ」の躍進を目指した文献的リサーチ

精油の香りはエアロバイク運動による疲労を回復させるか？

運動と香りによる抗肥満作用の機能形態学的解析

医療分野におけるアロマセラピー研究論文の網羅的文献リサーチ

 ４．発表年



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本薬学会 第142年会

日本薬学会 第142年会

日本薬学会 第142年会

 ３．学会等名
第95回 日本薬理学会年会

山下 道生、柴藤 淳子、平林 敬浩、竹ノ谷 文子、塩田 清二
 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

山田 啓司、平林 敬浩、山下 道生、木村 愛、柴藤 淳子、竹ノ谷 文子、塩田 清二

高野 和奈、井上 美菜、山下 道生、平林 敬浩、塩田 清二、千葉 義彦、竹ノ谷 文子

 ３．学会等名

 ３．学会等名

神経ペプチドPACAPによる外分泌腺の刺激・分泌促進作用

低温真空抽出法によるヒノキ抽出物の生理的作用

バレニン給餌による抗疲労効果の生理・生化学的解析

汗腺不死化細胞を使用したPACAPによる汗分泌促進作用の解析

 １．発表者名
山下 道生、竹ノ谷 文子、柴藤 淳子、Rakwal Randeep、平林 敬浩、千葉 義彦、塩田 清二

 ３．学会等名

 ２．発表標題



2022年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第95回 日本薬理学会年会

Cornea and Ocular Surface Biology and Pathology, Gordon Research Conference（招待講演）（国際学会）

日本アロマセラピー学会 第23回学術総会（招待講演）

竹ノ谷 文子、山下 道生、平林 敬浩、千葉 義彦、塩田 清二

Seiji Shioda

塩田 清二

山下 道生、木村 愛、柴藤 淳子、福本 勘太、千葉 義彦、平林 敬浩、小林 哲郎、竹ノ谷 文子、塩田 清二

日本アロマセラピー学会 第23回学術総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

精油暴露による動物とヒトへの生理作用 ーアロマセラピーと運動を併用した新規運動療法を目指してー

Effect of PACAP on corneal epithelial repair.

レモングラスによる抗菌・抗ウイルス作用について

レモングラス芳香成分の生理作用に及ぼす機能解析

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本アロマセラピー学会 第23回学術総会

日本アロマセラピー学会 第23回学術総会

日本薬学会 第141年会

 ３．学会等名

若井 光、木村 愛、柴藤 淳子、平林 敬浩、千葉 義彦、竹ノ谷 文子、塩田 清二

中岡 健太郎、野中 瑞希、木村 愛、柴藤 淳子、平林 敬浩、山下 道生、平子 哲史、竹ノ谷 文子、塩田 清二

橋口 友紀、柴藤 淳子、木村 愛、竹ノ谷 文子、山下 道生、平林 敬浩、塩田 清二

山崎 茉由、平林 敬浩、橋口 友紀、柴藤 淳子、木村 愛、竹ノ谷 文子、塩田 清二

日本アロマセラピー学会 第23回学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

ペパーミントおよびジンジャー精油暴露による摂食調節作用の免疫組織学的検討

GALP点鼻投与によるマウスのエネルギー代謝調節

低温真空抽出法で得られるサボテンセルエキストラクトの育毛促進効果についての網羅的解析

シークヮーサー精油に含まれるノビレチンによる神経前駆細胞増殖能および分化誘導促進作用

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
美活シンポジウム2020（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本薬学会 第141年会

青木 彩乃、平林 敬浩、柴藤 淳子、山﨑 茉由、橋口 友紀、山下 道生、竹ノ谷 文子、塩田 清二

山下 道生、木村 愛、柴藤 淳子、福本 勘太、千葉 義彦、平林 敬浩、竹ノ谷 文子、塩田 清二

若井 光、木村 愛、柴藤 淳子、平林 敬浩、山下 道生、千葉 義彦、竹ノ谷 文子、塩田 清二

塩田 清二

日本薬学会 第141年会

日本薬学会 第141年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

PACAPによるPC12 細胞の神経突起伸長誘導の分子機構

脳血流に影響を与えるレモングラス芳香成分の機能解析

ペパーミントおよびジンジャー精油暴露による摂食調節作用の免疫組織学的検討

高齢化社会における統合医療～アロマセラピーの効果効能について～

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第15回 GPCR研究会

第15回 GPCR研究会

第15回 GPCR研究会

山下 道生、平林 敬浩、中町 智哉、矢田 俊彦、吉垣 純子、千葉　義彦、竹ノ谷 文子、塩田 清二

石川 満理奈、柴藤 淳子、中町 智哉、平林 敬浩、竹ノ谷 文子、塩田 清二

遠藤 沙也花、塩田 美冬、山下 道生、平林 敬浩、柴藤 淳子、千葉 義彦、竹ノ谷 文子、塩田 清二

神野 奈緒子、上田 千裕、須藤 航、平林  敬浩、竹ノ谷文子、塩田 清二、髙﨑 一朗、酒井 寛泰、千葉 義彦

第15回 GPCR研究会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

神経ペプチドPACAPによる唾液分泌促進機構の解析

神経ペプチドPACAPによる角膜上皮の新生・再生作用

PC12細胞におけるPACAPの突起伸長の分子機構

喘息時の過敏性気管支平滑筋におけるPACAP受容体Adcyap1r1のダウンレギュレーション

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本アロマセラピー学会 第22回 学術総会

日本アロマセラピー学会 第22回 学術総会

日本アロマセラピー学会 第22回 学術総会

 ３．学会等名

山下 道生、柴藤 淳子、木村 愛、千葉 義彦、平林 敬浩、竹ノ谷 文子、塩田 清二

柴藤 淳子、竹ノ谷 文子、山下 道生、平林 敬浩、塩田 清二

塩田 美冬、遠藤 沙也花、山下 道生、平林 敬浩、柴藤 淳子、千葉 義彦、竹ノ谷 文子、塩田 清二

木村 愛、柴藤 淳子、竹ノ谷 文子、山下 道生、平林 敬浩、塩田 清二

第15回 GPCR研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

低温真空抽出法によるさくらセルエキストラクトの美白効果について

低温真空抽出法によるさくらの葉セルエキストラクトの抗腫瘍効果と作用機序

ヒト汗腺不死化細胞を用いたPACAPの汗分泌促進作用について

サボテン抽出セルエキストラクトの育毛効果について

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本薬学会第140年会
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